
地
域
を
動
か
す

人
材
を
育
て
る

　
中
央
省
庁
や
そ
の
出
先
機
関
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
自
治
体
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
能
力
を
高
め
な
け
れ

ば
、
地
方
ま
で
復
興
の
恩
恵
が
届
か
な

い
。
自
治
体
の
行
政
官
を
育
て
る
こ
と

が
急
務
な
の
だ
。

　「
最
初
は
こ
の
国
の
地
方
行
政
の
構

造
が
分
か
り
に
く
く
、
と
て
も
苦
労
し

ま
し
た
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、
佐
々

木
専
門
家
と
共
に
こ
の
地
で
汗
を
流
す

岡
本
純
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
オ
リ
エ

ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
）

だ
。

　
日
本
で
は
、
市
長
や
県
知
事
と
い
っ

た
自
治
体
の
ト
ッ
プ
は
選
挙
で
選
ば
れ

る
。
し
か
し
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
は
、

選
挙
で
選
ば
れ
た
自
治
体
の
ト
ッ
プ
と

は
別
に
、
内
務
省
か
ら
県
知
事
、
州
知

事
、
郡
知
事
が
派
遣
さ
れ
る
。
自
治
体

の
権
限
は
小
さ
く
、
こ
れ
で
は
地
方
分

権
と
は
い
え
な
い
。

　
そ
こ
で
今
年
７
月
、
内
務
省
や
経
済

イ
ン
フ
ラ
省
、
国
民
教
育
省
の
行
政
官
、

ベ
ケ
州
知
事
、
ブ
ワ
ケ
市
長
な
ど
を
日

本
に
招
き
、
日
本
の
地
方
行
政
の
仕
組

み
を
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
。
自

治
体
の
中
で
も
、
首
都
圏
内
に
あ
る
東

京
都
東
村
山
市
、
地
方
に
あ
る
鳥
取
県

南
部
町
や
智
頭
町
な
ど
も
訪
問
先
に
選

ば
れ
た
。
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
ど

ん
な
環
境
で
学
ん
で
い
る
か
視
察
し
、

ま
た
、
自
治
体
が
担
う
ご
み
収
集
や
上

下
水
道
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
高
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
、
彼
ら
は
驚
き

を
隠
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
内
務

省
地
方
分
権
化
総
局
の
バ
ラ
・
ナ
ト
・

ラ
フ
ァ
エ
ル
さ
ん
は
、
あ
る
疑
問
を
感

じ
て
つ
ぶ
や
い
た
。

　「
こ
の
地
域
に
は
中
央
政
府
か
ら
派

遣
さ
れ
て
い
る
人
は
ど
こ
に
い
る
ん
で

す
か
？
」

　
返
っ
て
き
た
答
え
は
「
い
な
い
」
だ
。

日
本
で
は
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
市
長
や

町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
り
、
中

央
か
ら
の
資
金
だ
け
に
頼
る
こ
と
な

く
、
自
分
た
ち
で
地
方
税
を
集
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。「
地

方
分
権
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
」

と
一
同
は
納
得
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　「
日
本
で
地
方
分
権
の
実
践
例
を
見

て
、
外
か
ら
自
分
の
国
を
振
り
返
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
１
４
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
、
日
本
が
初
戦
で
対
戦
し
た
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
。
こ
れ
を
機
に
、
そ
の

存
在
を
知
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
１
９
６
０
年
に
フ
ラ
ン
ス

か
ら
独
立
を
果
た
し
て
以
降
、
順
調
に

経
済
発
展
を
遂
げ
、〝
西
ア
フ
リ
カ
の

優
等
生
〞
と
も
い
わ
れ
た
国
だ
。

　
し
か
し
80
年
代
に
入
る
と
主
力
輸
出

産
品
の
カ
カ
オ
の
価
格
が
急
激
に
下
が

り
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々
は
貧

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
90
年
代
以

降
は
大
統
領
の
座
を
め
ぐ
る
紛
争
で
国

が
南
北
に
分
断
し
、
反
政
府
側
の
勢
力

が
強
か
っ
た
中
部
・
北
部
で
は
、
教
育

や
保
健
、
給
水
な
ど
の
基
礎
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
住
民

は
行
政
を
当
て
に
で
き
ず
、
自
分
の
力

で
何
と
か
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。

　
や
っ
と
紛
争
が
収
束
し
た
の
は
２
０

１
１
年
。
し
か
し
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
。「
目
に
見

え
て
生
活
が
良
く
な
ら
な
い
と
、
人
々

は
ま
た
政
府
に
不
満
や
不
信
感
を
持
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
紛

争
が
再
燃
し
か
ね
ま
せ
ん
」。
そ
う
話

日
本
に
来
た
か
ら
こ
そ

見
え
た
こ
と

た
こ
と
で
、
彼
ら
の
意
識
が
変
わ
り
ま

し
た
」
と
岡
本
専
門
家
は
ほ
ほ
笑
む
。

ベ
ケ
州
知
事
の
コ
ニ
ン
・
ア
カ
さ
ん
も
、

「
人
々
の
生
活
改
善
の
た
め
、
地
方
行

政
を
強
化
す
べ
く
、
上
に
働
き
か
け
て

い
く
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
だ
」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
、
給
水
施
設
と

学
校
の
建
設
が
始
ま
る
。
給
水
は
水
管

理
委
員
会
、
学
校
は
学
校
運
営
委
員
会

を
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
設

立
し
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
進
め
て
い

く
。
ま
ず
は
ベ
ケ
州
で
、
将
来
的
に
は

全
国
へ
と
展
開
す
る
の
が
目
標
だ
。

　
行
政
が
そ
ば
に
い
て
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
る
―
。
住
民
か
ら
信

頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
官
に
力

を
。
そ
れ
が
こ
の
地
に
平
和
を
根
付
か

せ
る
最
善
の
方
法
だ
。

給水施設の設置に向け、村を訪れて住民たちからヒアリングする佐々木専門家（左手前から3人目）

住民が共同で使う給水施設。古いものを修理しながら使っている村が多い簡素な造りの学校で子どもたちが勉強しているのが現状だ

2
0
1
1
年
に
紛
争
が
終
結
し
、

新
し
い
国
づ
く
り
が
進
む
西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
。

特
に
開
発
が
遅
れ
て
い
る
地
方
の
生
活
改
善
に
必
要
な
の
は〝
人
の
力
〞
だ
。

地
方
を
豊
か
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

中央レベルで支援の意思決定を
行う合同調整委員会のメンバーと
岡本専門家（前列右から4人目）

［上］東村山市の南台小学校を訪れ、授業を見学したコートジボワー
ルの行政官たち
［下］子どもたちと給食を食べながら交流したベケ州知事のアカさん

ヤムスクロ

Cote d’Ivoire
From コートジボワール

す
の
は
、
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
、
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
で
地
方
部
の
開
発
計
画

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
佐
々
木
英
之

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
株
式
会
社
オ
リ
エ

ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ

ル
）
だ
。

　
地
方
で
暮
ら
す
人
々
が
、
少
し
で
も

平
和
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
―
。
佐
々

木
専
門
家
ら
が
中
部
の
ベ
ケ
州
で
住
民

の
声
を
聞
い
て
み
る
と
、
事
前
の
調
査

の
結
果
通
り
、
特
に
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ

た
の
は
教
育
と
給
水
だ
っ
た
。
教
育
施

設
や
井
戸
な
ど
の
給
水
施
設
が
紛
争
中

に
破
壊
さ
れ
、
新
設
・
修
復
が
進
ん
で

い
な
い
の
だ
。

　「
地
方
自
治
体
に
は
お
金
が
な
く
、

行
政
官
も
ど
う
事
業
を
進
め
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
。
地
方
分
権
が
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
の
で
す
」
と
佐
々
木

専
門
家
は
説
明
す
る
。
ま
だ
ま
だ
中
央

集
権
体
制
の
名
残
が
あ
る
が
、
中
央
が

地
方
の
実
情
を
す
べ
て
把
握
で
き
る
わ

け
は
な
い
。
自
治
体
側
も
、
中
央
か
ら

の
交
付
金
に
頼
り
き
り
で
自
立
で
き
な

い
…
。

特集
国に平和を、人々に光を

ベケ州
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